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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月16日(2020.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連結アダプタを受け入れるためのコネクタであって、当該コネクタは、
　前記コネクタの内部表面上に長手方向に形成された少なくとも一つの隆起を備え、
　前記コネクタは、前記連結アダプタを受け入れるための第１の孔と、導管を受け入れる
ための少なくとも一つの第２の孔と、を提供する、
　コネクタ。
【請求項２】
　前記コネクタの内部表面の周縁の周りに形成された係止溝をさらに備える、
　請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの隆起は、幅又は高さにおいて先細りである、
　請求項１又は２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記コネクタは、さらに、当該コネクタの外部表面に形成された一又はそれ以上の指溝
を備える、
　請求項１～３の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記少なくとも一つの第２の孔は、二つの開口部を備え、少なくとも一つの導管におい
て、各々の開口部は、前記少なくとも一つの導管を、患者インターフェースへのガスの供
給のために受け入れ可能である、
　請求項１～４の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項６】
　前記二つの開口部は互いに隣接して配置されている、
　請求項５に記載のコネクタ。
【請求項７】
　各導管は、ターミナル端部で、患者の外鼻孔に挿入するためのプロングに接続する、
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　請求項５又は６に記載のコネクタ。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの第２の孔は、前記コネクタの角度のある面により囲まれ、前記角
度のある面は前記導管への気流を向上するように構成されている、
　請求項１～７の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項９】
　前記コネクタは、コネクタ、又は、組み合わせる患者インターフェースのサイズの情報
を示すように着色されている、
　請求項１～８の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項１０】
　前記コネクタの前記第２の孔は、前記患者インターフェースの導管を受け入れるように
構成されたターミナル孔である、
　請求項１～９の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項１１】
　前記コネクタの前記第１の孔は、ガス流を受け入れるように構成されたソース孔である
、
　請求項１～１０の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項１２】
　前記第１の孔及び前記第２の孔は、実質的に同軸である、
　請求項１～１１の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項１３】
　前記第１の孔は、前記第２の孔よりも直径が大きい、
　請求項１～１２の何れか１項に記載のコネクタ。
【請求項１４】
　請求項１～１３の何れか１項に記載のコネクタと、連結アダプタと、を備える、
　コネクタアセンブリ。
【請求項１５】
　前記少なくとも一つの隆起は、前記コネクタアダプタのコネクタアダプタ本体の外側表
面に形成された係止チャネルと係合し、係止するように構成されている、
　請求項１４に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１６】
　前記係止溝は、前記連結アダプタのカラーと係合するように構成されている、
　請求項１５に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１７】
　前記連結アダプタのカラーは、長手方向の力による隆起の分離を防止、または阻止する
一方で、前記少なくとも一つの隆起が前記係止チャネルに沿って回転することを可能にす
るように構成されている、
　請求項１６に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１８】
　前記連結アダプタのカラーが、長手方向の力による隆起の分離を防止、または阻止する
一方で、前記少なくとも一つの隆起が前記係止チャネルに沿って回転することを可能にす
るように構成されている、
　請求項１５に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１９】
　前記チャネルは、前記隆起に回転可能に係合するように構成されている、
　請求項１５又は１６に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２０】
　前記カラーは、前記連結アダプタの端部に位置している、
　請求項１６～１９の何れか１項に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２１】
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　前記連結アダプタは、第２のコネクタとの連結を提供する、
　請求項１５～２０の何れか１項に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２２】
　前記コネクタと、前記第２のコネクタとの間にシールが形成される、
　請求項２１に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２３】
　前記連結アダプタは、第２のコネクタに開放可能に取り付けられるように構成された一
又はそれ以上の係止指を有する連結アダプタ本体を備え、
　前記一又はそれ以上の係止指は、前記連結アダプタ本体から長手方向に突出している、
　請求項２２に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項２４】
　前記連結アダプタは、二つの係止指、又は三つの係止指を備える、
　請求項２３に記載のアダプタアセンブリ。
【請求項２５】
　前記連結アダプタの前記係止指は、前記コネクタ内のセンサプローブの周りを少なくと
も部分的に延びるように構成されている、
　請求項２３又は２４に記載のアダプタアセンブリ。
【請求項２６】
　前記連結アダプタは、それぞれの係止指に形成された一又はそれ以上の係止溝をさらに
備え、前記一又はそれ以上の係止溝は、前記第２のコネクタに形成された係止タブと係合
するように構成されている、
　請求項２３～２５の何れか１項に記載のアダプタアセンブリ。
【請求項２７】
　前記一又はそれ以上の係止指は、前記第２のコネクタの一又はそれ以上のアライメント
タブと相互作用するように形成され、前記連結アダプタは前記第２のコネクタに接続され
る時に前記一又はそれ以上の係止溝が前記第２のコネクタの一又はそれ以上の係止タブと
整列される、
　請求項２３～２６の何れか１項に記載のアダプタアセンブリ。
【請求項２８】
　前記第１のコネクタが前記連結アダプタに係合する際に、前記連結アダプタが前記第１
のコネクタに対して回転可能である、
　請求項２３～２７の何れか１項に記載のアダプタアセンブリ。
【請求項２９】
　前記連結アダプタは、さらに、一又はそれ以上の突起をさらに備える、
　請求項２３～２８の何れか１項に記載のアダプタアセンブリ。
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